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平成２８年

第３回市議会定例会 議案第２号

平成２８年度函館市病院事業会計補正予算（第２号）

第１条 平成２８年度函館市病院事業会計補正予算（第２号）は，次に定めるところ

による。

第２条 平成２８年度函館市病院事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の

予定額を次のとおり補正する。

（科 目） （既決予定額） （補正予定額） （ 計 ）

収 入

第１款 病院事業収益 21,134,196千円 10,000千円 21,144,196千円

第３項 医 業 外 収 益 2,513,923千円 10,000千円 2,523,923千円

支 出

第１款 病院事業費用 21,127,608千円 10,000千円 21,137,608千円

第１項 医 業 費 用 20,409,235千円 10,000千円 20,419,235千円

平成２８年９月１日提出

函館市長 工 藤 壽 樹
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平 成 ２ ８ 年 度 函 館 市 病 院 事 業 会 計 予 算 実 施 計 画

収 益 的 収 入 及 び 支 出

収 入

予 定 額
款 項 目 備 考

既 決 額 補 正 額 計

千円 千円 千円

1 病 院 事 業 収 益 21,134,196 10,000 21,144,196

3 医 業 外 収 益 2,513,923 10,000 2,523,923

7 その他医業外収益 173,356 10,000 183,356 保険金収入を補正

支 出

予 定 額
款 項 目 備 考

既 決 額 補 正 額 計

千円 千円 千円

1 病 院 事 業 費 用 21,127,608 10,000 21,137,608

1 医 業 費 用 20,409,235 10,000 20,419,235

3 経 費 3,243,465 10,000 3,253,465 雑費を補正



平成28年度函館市病院事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 7,525

減価償却費 1,639,929

固定資産除却費 15,414

長期前払消費税償却 99,056

貸倒引当金医業外繰入額 52,339

貸倒引当金の増減額（△は減少） 36,206

退職給付引当金の増減額（△は減少） 105,245

賞与引当金の増減額（△は減少） 21,959

法定福利費引当金の増減額（△は減少） 3,934

長期前受金戻入額 △ 1,068,287

支払利息 374,722

小計 1,288,042

利息の支払額 △ 374,722

未払消費税等の増減額 △ 937

業務活動によるキャッシュ・フロー 912,383

２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 10,395

長期貸付金の貸付による支出 △ 34,600

長期貸付金の返還による収入 7,200

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入 1,022,612

投資活動によるキャッシュ・フロー 984,817

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

一時借入れによる収入 3,980,000

一時借入金の返済による支出 △ 4,000,000

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 1,677,146

リース債務の返済による支出 △ 190,959

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,888,105

資金増加額（又は減少額） 9,095

資金期首残高 34,048

資金期末残高 43,143

（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）
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平成２８年度函館市病院事業会計予定貸借対照表（当年度分）

（平成２９年３月３１日）

資 産 の 部

1 固 定 資 産
千円

(1)有 形 固 定 資 産 41,680,625
千円

減 価 償 却 累 計 額 △ 24,225,820 17,454,805

(2)投資その他の資産

イ 長 期 貸 付 金 123,750

貸 倒 引 当 金 △ 96,860

ロ 出 資 金 148

ハ 長 期 前 払 消 費 税 637,260

投資その他の資産合計 664,298
千円

固 定 資 産 合 計 18,119,103

2 流 動 資 産

(1)現 金 預 金 43,143

(2)未 収 金 3,487,652

貸 倒 引 当 金 △ 65,784 3,421,868

(3)貯 蔵 品 47,650

(4)短 期 貸 付 金 10,200

流 動 資 産 合 計 3,522,861

資 産 合 計 21,641,964

負 債 の 部

3 固 定 負 債

(1)企 業 債 17,574,970

(2)リ ー ス 債 務 355,440

(3)引 当 金
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千円

イ 退 職 給 付 引 当 金 4,383,464
千円

引 当 金 合 計 4,383,464
千円

固 定 負 債 合 計 22,313,874

4 流 動 負 債

(1)一 時 借 入 金 3,980,000

(2)企 業 債 1,784,795

(3)リ ー ス 債 務 123,673

(4)未 払 金 1,510,329

(5)前 受 金 8,404

(6)引 当 金

イ 賞 与 引 当 金 421,212

ロ 法 定 福 利 費 引 当 金 78,446

引 当 金 合 計 499,658

(7)そ の 他 流 動 負 債 68,921

流 動 負 債 合 計 7,975,780

5 繰 延 収 益

長 期 前 受 金 6,258,676

収 益 化 累 計 額 △ 5,175,502

繰 延 収 益 合 計 1,083,174

負 債 合 計 31,372,828

資 本 の 部

6 資 本 金 2,799,168

7 剰 余 金

(1)資 本 剰 余 金 275,583

(2)欠 損 金

イ 当年度未処理欠損金 12,805,615
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千円

欠 損 金 合 計 12,805,615
千円

剰 余 金 合 計 △ 12,530,032

資 本 合 計 △ 9,730,864

負 債 資 本 合 計 21,641,964



Ⅰ 重要な会計方針に係る事項に関する注記

1 資産の評価基準および評価方法

貯蔵品 先入先出法に基づく原価法によっている。

2 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

減価償却の方法 定額法によっている。

主な耐用年数 建物 6～47年

構築物 6～35年

医療用器械備品 3～20年

(2) リース資産

減価償却の方法 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産については自己

所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。所

有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産についてはリー

ス期間を耐用年数とし，残存価額を零とする定額法によっている。

3 引当金の計上方法

(1) 貸倒引当金

債権の不納欠損および償還の免除による損失に備えるため，一般債権については貸倒実績率に

より，貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し，回収不能見込額を計上

している。なお，貸倒実績率については，不納欠損処理していない債権のうち，3年経過した債

権を貸倒処理額とみなして算出している。

(2) 退職給付引当金

職員の退職手当の支給に備えるため，当年度における退職手当の期末要支給額に相当する金額

を計上している（なお，一般会計が負担すると見込まれる高等看護学院分を除く）。

(3) 賞与引当金および法定福利費引当金

職員の期末・勤勉手当の支給およびこれに係る法定福利費の支出に備えるため，当年度末にお

ける支給（支出）見込額に基づき，当年度の負担に属する額（12月から3月までの4か月分）を計

上している（なお，一般会計が負担すると見込まれる高等看護学院分を除く）。

4 その他会計に関する書類の作成のための基本となる重要な事項

(1) 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は，税抜き方式によっている。なお，控除対象外消費税等に

ついては，当年度の費用として処理している。ただし，固定資産に係る控除対象外消費税等につ

いては，長期前払消費税勘定をもって固定資産に整理し，20事業年度で均等額を償却している。

Ⅱ 予定キャッシュ・フロー計算書に関する注記

重要な非資金取引

当年度，新たに計上したファイナンス・リース取引に係る資産および負債の額は，それぞれ

344,225千円である。

個 別 注 記 表
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Ⅲ 予定貸借対照表（当年度分）に関する注記

1 企業債の償還に係る他会計の負担

予定貸借対照表に計上されている企業債（当該事業年度の末日の翌日から起算して1年以内に償

還予定のものも含む）のうち，一般会計が負担すると見込まれる額は，12,325,943千円である。

Ⅳ セグメント情報に関する注記

1 報告セグメントの概要

病院事業会計は，市立函館病院，市立函館恵山病院，市立函館南茅部病院および市立函館病院高

等看護学院を運営しており，各病院および高等看護学院で運営方針等を決定していることから，こ

の４つを報告セグメントとしている。

なお，各報告セグメントに属する事業の内容は以下のとおりである。

市立函館病院（函館市港町1丁目10番1号，病床数668床）の運営業務

市立函館恵山病院（函館市日ノ浜町15番地1，病床数60床）の運営業務

市立函館南茅部病院（函館市安浦町92番地，病床数59床）の運営業務

市立函館病院高等看護学院(函館市港町1丁目5番15号,定員210人)の運営業務

2 報告セグメントごとの医業収益等

（単位：千円）

医業収益

医業費用

医業損益

経常損益

セグメント資産

セグメント負債

その他の項目

減価償却費

特別利益

特別損失

Ⅴ リース契約により使用する固定資産に関する注記

1 オペレーティング・リース取引に係る未経過リース料相当額

１年以内 58,432千円

１年超 131,667千円

2 長期継続契約に係るリース債務

他会計繰入金
（収益的収入）

有形固定資産および
無形固定資産の増加額

7,525純損益 27,500 -6,345 -18,024 4,394

△ 56,238

500

平成28年度（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）

事 業 区 分

函 館 病 院

恵 山 病 院

高等看護学院

事 業 の 内 容

南茅部病院

高等看護学院

18,399,157

函館病院 合計恵山病院 南茅部病院

582,61417,199,794

717,571

△ 28,028

63,115

2,241

500

29,975

3,768

738,237

△ 1,199,363

△ 202,700

19,987,818

△ 134,957

△ 8,086

532,294

△ 21,292

638,553

502,625

1,219

△ 135,928

165,528

383,615

889,849

171,012

1,066,708

△ 1,189,477

1,165,585

1,518,773

237,200

7,000

28,871,020

1,565,162

1,639,929

545,251

63,037

28,066

246,384

8,000

△ 1,301,493△ 27,750

3,175

21,641,964

31,372,828

18,285,033

19,755,281

△ 1,470,248

△ 230,859
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通常の売買取引の方法に準じた会計処理を行ったリース取引に係るリース債務のうち，地方自治

法第234条の3に基づく長期継続契約に係るものは下記の金額である。

リース債務（流動負債） 123,673千円

リース債務（固定負債） 355,440千円

Ⅵ その他の注記

1 貸倒引当金の目的使用による取崩しについて

(1) 修学資金貸付金に係る貸倒引当金

当年度において，償還の免除による損失30,000千円を処理するため，貸倒引当金30,000千円を

使用する。

(2) 未収金に係る貸倒引当金

当年度において，債権の不納欠損による損失15,317千円を処理するため，貸倒引当金15,317千

円を使用する。

2 退職給付引当金の目的使用による取崩しについて

当年度において，退職手当として356,841千円を支給するため，退職給付引当金356,841千円を使

用する。

3 賞与引当金および法定福利費引当金の目的使用による取崩しについて

当年度において，期末・勤勉手当の支給およびこれに係る法定福利費の支出のうち，前年度の負

担に属する額（12月から3月までの4か月分）として499,924千円を支給（支出）するため，賞与引

当金および法定福利費引当金499,924千円を使用する。
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